
第3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書 キ■9

(ll人にあっては 名体及び代☆子の氏名。

三ツ星ベル ト技研株式会社 綾部生産システム開発センヶ

代表取締役 山 本 勝

電話  0773-49-305

rt,F〈法人にあってほ 主 たる

京都府綾部市城山町7番

京都府地球温rxF化対策条例第19条の規定により提出します。

特定事業者の主
たる業種

ゴムベル ト興遣業

該当する事業者
要件

Ｏ
　
ｒ
　
Ｆ

京都府地球温暖化対策条例施行規Rl第10条第1号該 当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算 して1,600キロ ツッ トル以上))

ヽ37府地本iほ暖化対策条例施行疑ll第10条第2号又は第3'桜 当車Xイ (大規機運送ヨr来者 (トランク又は′`ス100お以 /タ クシー150●以上/蕪 道車両い0両以上)

京柳荷地Itt温暖化対策久lFl施行規Rl労10条 第4,核 当事業者 (そのlLのよ室効来ガスの大既張排出11莱者 (二酸1ヒ決ネに来算して3,000トン以上))

計 画 期 晴 平成 18年 4 月 平成 20年 3 月

基 本 方 割 エネルギー消費効率の改善、産業廃緊物の発生抑制、リサイクルの推進、 IS014001環 境マネシメン トシステムの

推進により、エネルギー原単位で 5%以 上削減を目指す。

l l E 遷杯 何

センター長を トップとして環境委員会を運営 し、おF出量削減計画に沿い、毎月の管理を充実する。

牛賞 こ との具仰

的 な取組 及び 増

置

年 度 設備  対 象、 工rJ等 措 置 内 容

工場製造部門 省エネ法Ⅲ長期占卜画書のエネルギー住屈合理 rヒ針Elに沿った省エネ活 Tylの実践。 (H析 :原 単位で年は,1%低 減)

工場製造部門 生産設備の迂伝見直 しにより、設備稼働効率を上げる。 (目標 て5%向 上)

工場製造部門 製造工程における新工法開発により、茂棄物の低減を行う。 (ヨtr1 3 0%低 減)

19 工場製造部門 ヨンブ レッサー コ型 5基 の内 2基 をインバータ制御型へ更新 し Fnt効率工転を行 うb(」 ンアレ″す奇肖分電力 J朝低滋見込)

温 三 効 果 刀 ス の

排出量隼 俳由区分

基準年度 (真溜,

(17)年 度

(二磁1を炭安換算 〈t))

日Ff年度 く計劇,

(19)年 度

(二酸fヒ炭茉換雰 (t))

自J販軍

(計画)

〈%)

報告年度 く実績)

(18)年 度

(二該イヒ炭素換算 (1))

印1財軍

(実績)

〈%)

A 事 業所等排出区分 3980 0  t 10282 5  t 1415 % 11504 0              t 281 %

B 輸 送車両排出区分 t t % t %

c そ の他排出区分 t t % t %

排出合計 1     8980 0  t =2  10282 5   t 145 % ま4           11504 0            t 281 %

援化対策による
温室効果ガスの
肖ど滅望等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取組量等 (二酸 fヒ炭 素扱算 くt 取純曇等 (二睦 fヒ炭禁換雰 (|)

森林の保全及び整備 (整備面憲| (吸収玉) t t (暖収掛 t

府内産の本材の利用 ( 和用量) (白J滋畳〉 t ( 利用 最) t (Sl滋量) t

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

(完電般) kvh (削減量〉 t (売電 曇) t (占!滋FA〉 t

(熱供給玉 G」 〈削減量) t t 俄 玉) t

グ,― ン電力の購入 (態入 畳) k7h 〈制減岳) t (購入3 1 1 t (剖滅量) t

削減量等合計 t t

差引排出重

(排出合計―肖1滅年合ltt)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 高」減寄 (計画) 報告年度 (実績) 削産翠 (実績)

Xl    R980 0  t ●!〉(Ⅲ)  10233 t 145% て")(0       11504       t 23 1 %

特記事項 1、 生テ

使)

2、 工,

3、 グ

4、 月2

一担
一Ｈ
一 住
一 電
一考

整量増力「及び、設備導入により、電力 ・重油使用量は増加する予測になっているが、原材料

調量を基とした原単位にてエネルギー管理を継続 して実践する。

ネルギー消費原単位で、平成 17年 度に対 し平成 18年 度では、5%の 削減を達成。

リーン購入法に基づき、グリーン購入を推進する。

室の省エネ委員会を継続実施。

運 絡 先

と 1該 当する□には レ 印を記入してください。特定干栄者以外で自主参加される打業者の方は レ 印の記入は不要です。

2「 基4E午産Jと は計FII朔門の前年度を  「 目狂午疫」とは計画期間の最終年度を 「報告年度」とは,1画期間のうち 今 回報告の結象となる年度をいいます.

3「 軍架所年排出区分Jと は 京 都府内の事業所字の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生するR室 効果ガスを  「輸送車両排出区分Jと は B動 車遷送事末者についてrilr用の

本拠の位砥を京都府内とする車両の排出する濃室効果ガスを 鉄 正奪来なについては保有する貨物車両又は旅各車両の排出するIE雪効果ガスを 「その他排出区分」とⅢま 上 記以外の京

都府内における事業所等の手箕活動【こ件い発生すること効果〃スをいいます。

4「 その他の地球温暖化trt策による温宝効米〃スの再J濠量守」の実織については、=1画期側中の矢練の梁Hjfを記入してください。
(切)タ リーン電力の聴入による減宝初染ガスの市J減策織が13年度5レでモ0年lt tO1/の増合 19乍度の報告さの英韻については18年度と19客度の実絞を率干卜し15レを記入

5「 培記事rflJには 平 成2年 度 (1990年 度)を 基準とした排出rlの打比やfLネルギー原均立C02排 出ftK 省エネ製品開発など他者の注宅効果ガス排出刊渡への資伏 グ リーシ調達
の採用 特 定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの 1ヽ殻などを記入してください。


